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■研究の背景と目的 

湖沼は水源としての価値のみならず、漁業資源やレクレーションの場の提供など多様な価値を有しており、

さまざまな生態系サービスを人に提供しています。しかしながら、閉鎖性水域である湖沼は、アオコの発生や

漁獲量の減少など、水質のみならず生態系の劣化も問題として顕在化しており、湖沼をとりまく状況は芳しく

ありません。これからの湖沼管理では、水質改善のみならず、生態系保全の観点からも湖沼の状態を評価する

ことが必要です。そこで、本研究では湖沼生態系の健全性を評価できる指標の開発を目的としました。 

■研究の内容  

餌に含まれる高度不飽和脂肪酸（HUFA）が多いほど水生動物の成長、繁殖、生残率が改善されることに注

目し、食物連鎖の起点となる懸濁物質中の HUFA 含有率を健全性の評価指標とすることを考えました。しか

し、懸濁物質の HUFA 含有率をモニタリングするには課題があることから、動物の脂肪酸組成がある一定期

間に同化した餌の脂肪酸組成を反映している点に着目し、日本の湖沼に広く生息しているワカサギの脂肪酸

組成から HUFA をモニタリングする手法の開発に取り組みました。加えて、ワカサギの脂肪酸組成から湖沼

の生態系構造を判定することを試みました。 

■研究成果及び環境政策等への貢献 

秋田県八郎湖を中心に現場調査を行い、ワカ

サギから懸濁物質中のエイコサペンタエン酸

（EPA）やドコサヘキサエン酸（DHA）といっ

た HUFAの含有率を推測可能であること、ワカ

サギの脂肪酸組成を対象とした主成分分析か

ら、湖沼の生産者構造の特徴を判定できること

を明らかにしました（右図）。ワカサギ脂肪酸を

指標として、湖沼生態系における EPAや DHA

供給の実態をモニタリングするといった新しい

湖沼管理の方向性を示すとともに、湖沼の生産

者構造を推定する簡易的な手法を提案すること

ができたことから、健全な湖沼生態系の維持・

管理に向けた環境政策の推進に貢献したいと考

えています。 


